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弊社のご紹介

■創立 １９５２年

（昭和２７年）

■事業概要

家庭用品（主として

キッチン用品）の企画・販売

■製品安全対策優良企業表彰・・・２０１８年優良賞受賞

■ＩＳＯ９００１・・・・・ １９９９年認証取得

■ＩＳＯ１４００１・・・・ ２００９年認証取得
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主な取り扱い製品（１）
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主な取り扱い製品（２）
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視点１ 安全な製品を製造・輸入
するための取組
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（１）品質基準について

■品質基準に適合しない商品は扱わない。

■項目数は約２００。

■「安全性」「性能・構造」「表示」の３分野で構成。

■法令・公的基準のみではなく、自社独自基準

を含めた構成。

■公的機関での試験を実施し、第三者の目での
安全性確保。

■確実にチェックが行えるチェックリストの作成。
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（２）製品安全に関する基準について

■ネジが緩んでも本体が回らない構造になって
いるか

●他社品でネジが緩んで鍋が回り
ヤケドした事例あり。

●２０１６年に弊社基準に同項目を
追加。

●「お客様の誤使用」→「予見可能
な誤使用」

●ネジが緩むと本体が回る構造
自体の問題。
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（３）チェック体制について
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（４）品質基準の配付

■国内だけではなく、海外の工場にも配付。

中国語 韓国語



10

視点２ 製品を安全に使用して
もらうための取組



11

（１）Ｑ&Ａを商品に添付

■この資料の特徴・・・「画像」を多く入れた事。
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（１）Ｑ&Ａを商品に添付

異臭がする／取っ手のネジが緩む

■製品安全に関わる消費者への情報提供
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（１）Ｑ&Ａを商品に添付

ガラス蓋が割れた

■製品安全に関わる消費者への情報提供
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視点３ 出荷後に安全上の問題
が判明した際の取組
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（１）安全上の問題判明時の対応
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視点４ 製品安全文化構築
への取組
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（１）製品安全文化を育む仕組み、体制

■「事業発展計画書」

「経営理念」「行動指針」「クレーム対応に関

する方針」に明文化。
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（１）製品安全文化を育む仕組み、体制

■製品安全の責任部門

■アフターサービスの充実

品質管理室を設置し、品質管理室長が

責任者。

クレーム対応の迅速化・・・即日対応率９５％

※修理を除くと９９％
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（２）人材育成、知識・技術継承

■お客様サービス係の知識について

今までは個人のスキル頼り

→マニュアルの作成に着手
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（３）情報の共有化

■サービス係の情報について

週１回メール配信（社長を含めた事業部

全社員）

週１回メール配信（社長を含めた事業部

全社員）

※情報を発信するだけでなく、

品質基準への追加も実施している。

■他社リコール情報等について
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（３）情報の共有化

■週１回クレーム内容の社員への説明
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（４）仕入先様への説明会の実施
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（５）社外での取組み

■一般財団法人製品安全協会のＳＧ基準

策定への参加（ＣＰＳＡ０１２３）

■日本ハウスウェア工業組合理事会への

出席

■一般財団法人日用金属製品検査セン

ター評議会への出席
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（６）小売店に対する取組
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ご清聴ありがとうございました


